
周回８の字コース 

 

乾徳山（けんとくさん） 2031 ㍍       北村武彦 

 

［歩 程］ ７時間 15 分 

［交通費］ 5340 円（新宿起点） 

［地 図］ 川浦（２万５千） 

甲府（20 万） 

 

 乾徳山は、森林、草原、岩稜の三拍

子そろった山岳美を誇り、遠くから

眺めるとピラミッド形の山容が美し

く、東京圏からの日帰りの山として

親しまれている。 

 山梨市駅から、山梨市営バス・乾徳

山登山口（徳和）経由西沢渓谷行きに

乗り、乾徳山登山口で下車する。バス

停の少し先で徳和川を渡ると広い駐

車場がある。左へ川沿いに車道を 20

分ほどで登山口に着く。 

 右手の登山道に入り、オソバ沢沿いに登っ

ていく。林道跡を横切り、登り詰めると、小さ

な水場、銀晶水（ぎんしょうすい）に出る。こ

こから沢筋を離れてジグザグに登ると、次の

水場、錦晶水（きんしょうすい）に着く。銀晶

水より水量が多く格好の休憩所になる。 

 錦晶水から緩やかな道となり、国師ヶ原に

至る。山頂近くの岩峰が見えてきて、十字路に

着く。左手に高原ヒュッテと、新設のトイレが

ある。右は大平（おおだいら）高原に通じるヒ

ュッテ管理道 ※１ である。 

 十字路から真っすぐ林の中を進む。かつて

はカヤトの原であったが、樹木が伸びたうえ、

シカの食害でカヤトが減少してしまった。 

 大岩の月見岩に着き、右から道満（どうまん）

尾根道を合わせる。足元の緩斜面は扇平（おお



ぎびら） ※２ である。 

 左へ進み。扇平の端でカヤトが尽き、樹林帯に入ると尾根が痩せて岩を縫う急登となる。

ぐんぐんと高度を上げて行き、はしごや鎖の岩場を抜けると、山頂直下の鳳岩（おおとり

いわ）に出る。長い鎖にすがって登り、山頂に出る。鎖場に自信の無い人は右手の巻き道

を利用するとよい。 

 変成岩の巨岩が積み重なった乾徳山山頂からは、遮るもののない展望が楽しめる。高み

に石祠（せきし）が祭られている。 

 下山は往路を戻るのも良いが、折角だから「８の字コース」を取ろう。これは、う回下

山路を通って、高原ヒュッテ経由、道満尾根を下るコースだ。 

 山頂から黒金山（くろがねやま）方面へ、はしごや鎖を伝って岩尾根を下る。乾徳山頂

北面の岩壁が荒々しく、アルペン的風貌を見せている。15 分ほどで水ノタルの下山口に

着く。 

 う回下山路は、ガレ場が多いので、

固定ロープを利用して下降する。最後

のガレ場を横切り、しばらくしてカラ

マツ林に入り、西から南に巻いて高原

ヒュッテに着く。国師ヶ原十字路に出

て、ヒュッテ管理道を緩やかに登ると

道満尾根の上に出る。 

 尾根筋をたどり、道満山の手前で、

乾徳山林道がヘアピンカーブで登山

道に接近する。ここから大平高原へ下

り（30 分）、タクシーを呼ぶこともできるが、道標を確認して、徳和峠の道に入る。 

 道満尾根は急下降の連続となる。道満山付近は比較的緩やかであるが、徳和峠まではさ

らに急坂となる。峠を越える林道に出ると、少しの辛抱で乾徳山登山口バス停に出る。 

（14 年 10 月４日（土）歩く） 

参考 

 乾徳山登山口へは、他に山梨貸切自動車 ※３ が塩山駅南口から運行している。 

 

●コースタイム 

山梨市駅（バス 32 分）乾徳山登山口（徳和）―20 分―登山口―１時間 40 分―国師ヶ

原十字路―45 分―扇平―１時間―乾徳山―15 分―水ノタル―１時間 30 分―高原ヒ

ュッテ―20 分―道満尾根上―１時間 10 分―徳和峠―15 分―乾徳山登山口（徳和）バ

ス停 

 

●費 用 

新宿＝山梨市 ＪＲ 2270 円 



山梨市駅＝乾徳山登山口 

 山梨市市営バス 400 円 

※新宿＝塩山 ＪＲ 1940 円 

塩山駅＝乾徳山登山口 660 円 

 

●問い合わせ先 

山梨市役所総務課・観光協会 

0553―22―1111 

甲州タクシー山梨営業所 

0553―22―1551 

山梨貸切自動車 ※３（塩山＝登山口） 

0553―33―3141 

※山梨市営バス時刻 

山梨市駅発 9:12／10:21 

乾徳山登山口発 15:36／16:51 

※山梨貸切自動車 ※３ 時刻 

塩山駅南口発  8:30／9:05 

乾徳山登山口発 15:08／16:08 

 

 

 このページの情報は、新ハイキング社発行の「新ハイキング 2015

年 10 月号」に掲載された記事を、新ハイキング社の許可を得て転載し

たものです。 

 掲載当時の文章をそのまま掲載していますので、コースの現況や交通

機関等の情報が現在と相違していることがあります。（一部修正箇所は

注釈を加筆しています） 

 実際にコースを歩いてみて、「がけ崩れで通れなくなっている」「コー

スが付け変わっている」「新しく標識ができている」などの情報がありましたら、山梨市観

光協会（山梨市役所観光課内）まで情報をお寄せください。 

 

 

※１ 管理道は許可車両以外の車両通行はできません。 

※２ 現在は一般に「おおぎだいら」と呼ばれています。 

※３ 現在は以下のとおりに変更  山梨交通（株） ０５５３－３３－３１４１ 

 


